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JTBグループの価値創造

2024年6月6日 copyright © JTB Corp. all rights reserved. 3

旅行者と地域（旅先）を

旅行者の日常と非日常を

つなぐ

JTBグループの価値創造の源泉は、つなぐ・つなげる。

旅で人生を豊かに

地域と旅行者を

地域内を つなぐ

法人と
顧客を

従業員を
つなぐ

コミュニケーションで

法人を元気に

人流創造で

地域を活性化

より多様で、より多くのつながりで

イノベーションを創出し、社会課題の解決に貢献する。未来へつなげる

地域

法人

旅行者



事業定義
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交流＝人流・物流・金流・情報流

交流創造事業
JTBならではのソリューション（商品・サービス・情報および仕組み）の提供により、

地球を舞台にあらゆる交流を創造し、お客様の感動・共感を呼び起こすこと。



交流が生み出す価値定義
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JTBケイパビリティ
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JTBケイパビリティ（グローバルネットワーク）
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JTB HR領域のソリューション
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JTB イノベーション創発
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世界に、あたらしい関係を。

JTBグループでは、グループ全体のイノベーション創発プ

ロジェクト『nextender®』（ネクステンダー）を運用し、「学ぶ」

「つながる」「挑戦する」のサイクル循環により社員の挑戦心を後

押しすることで、イノベーションの量と質の向上に取り組んでい

ます。

地球を舞台とする様々な新しい交流を通じ、「感動」と「よろこ

び」をお客様に継続してお届けするために、JTBグループが

110年を超えて培ってきた「多様なステークホルダーをつなぎ

あわせることで新しい価値を生みだす力」と、「社会や人の喜び

を 中 心 に イ ノ ベ ー シ ョ ン を 考 え ら れ る 想 像 力 」 を

かけあわせ、JTBグループらしいイノベーションを創発し、世界

にまだない価値をつくりだすことを目指しています。



Global Sustainability Project
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創造性支援フレームワーク

【創造性支援フレームワークの整理】

✓ 現地視察

【目的/説明】

☑ 地域課題解決/取組実行
☑ 企業と地域のマッチング

/持続的な接点



What is GSP?

GLOCAL
G

Sustainability

S
Project
P

日本の未来を担う次世代の「企業人」が、
世界の最先端事例を学び、地域で体感したことを通じて、
社会課題を解決していく実践型プロジェクト
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GSP（Glocal Sustainabiｌity Project） 概略



Program 

COMMUNICATE
会社を超えて繋がる

EXPERIENCE
感じて学ぶ

INNOVATE
社会に提言する

SUSTAIN
持続可能な社会へ

✓ 全体説明会

✓ オンラインセッション

✓ 現地視察 ✓ 事業共創

プレゼンテーション

✓ GSP Lounge
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プロジェクトの流れ ～つなぐ・つなげる 未来を創る～



GSP Lounge
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メールマガジン SNS 交流会

定期的な
最新情報発信

参画者同士の
交流を加速

期を超えた意見交換
知の共有の場

SUSTAIN
持続可能な社会へ

copyright © JTB Corp. all rights reserved.



自然との共生
～自然と文化の融合～ 

メインコンセプト

北海道ステージ 沖縄ステージWell-being
～つながりにより豊かな地域づくり～

世界に通ずる「自然に帰る」事業のあり方を問い、
消費する観光ではなく、循環する観光を学べる機会を実現します。

崩壊の危機現実に向き合うリーダーたちの想いと活動に学び、
真に豊かな自然の在り方を問います。

各ステージでのコンセプト

南紀白浜における魅力溢れる体験を五感で感じ、
感性を磨くことによって、

個の多様性から生まれるイノベーションへ導いていきます。

SENSE OF DIVERSITY
感性からはじまる多様性

南紀白浜ステージ



日程

現地視察時の旅行条件 （抜粋）

プロジェクト全体代金

最少催行人員

資料請求

※申込は先着受付順となり定員になり次第締切とさせていただきます。

Communicate-1 （全体説明会） 2023年 10月6日（金）

Communicate-2（オンラインセッション） 2023年 10月18日（水）

Experience （現地視察） 2023年 10月26日（木）-28日（土）

Innovate （事業共創プレゼンテーション） 2023年 11月15日（水）

お一人様 880,000円（税込）

20名（募集定員 30名）

・開催地 大分県日田市

・旅程 2泊3日（詳細別途ご案内致します）

・利用ホテル 未定

・客室 1名1室利用

・食事条件 朝食：2回 ／ 昼食：2回 ／ 夕食：2回

・交通機関 現地集合／解散

2023年 8月25日 （金）まで

メインコンセプト

SUSTAINABLE 
CRAFTSMANSHIP

進化し続ける伝統から学ぶ
ブランド作り

日本のハブを目指して経営革新する地域企業や、
グローバルで高く評価をされる製造や取り組みなどを通し、

サステナブルなブランドつくりを学びます。
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各ステージでのコンセプト



◌ṍ

スケジュール

現地視察時の旅行条件 （抜粋）

プロジェクト全体代金

最少催行人員

資料請求

※予告広告です。 正式な募集は2024年5月にご案内する予定です。

※申込は先着受付順となり定員になり次第締切とさせていただきます。

EXPERIENCE ☼ם ‮

Communicate-1 （全体説明会） 2024年 5月24日（金)

Communicate-2（オンラインセッション） 2024年 ６月5日(水)

Experience （現地視察） 2024年 ６月19日(水)-21日(金）

Innovate （事業共創プレゼンテーション） 2024年 7月17日(水)

Sustain （GSP Lounge） 2024年 未定

ƽ╗ 880,000ⱦÈ É

20 È ╢ 30 É

・旅程 2泊3日（詳細別途ご案内いたします）

・利用ホテル 未定

・客室 1名1室利用

・食事条件 朝食：2回 ／ 昼食：2回 ／ 夕食：2回

・交通機関 現地集合／解散

2024  4 30 ÈאלÉǱǚ

※総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引責任者です。

ご旅行の契約に不明な点がございましたら、遠慮なく上記の総合旅行業務取扱管理者にお問い合わせください。

株式会社JTB ビジネスソリューション事業本部

第四事業部

観光庁長官登録旅行業第64号

(一社)日本旅行業協会正会員

住所：東京都新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビルディング31階

旅行企画・実施



感じて学ぶ GSP第四期 現地視察（越前市）について

関係人口の強化に向けて

THEME ：Global & Local

NETWORKING
地域で活躍する経営者、企業人、

自治体職員を始めとする現地パートナーの方々と

「つながり、未来を創る」

インタラクティブな対話時間を設けます。

EXPERIENCE  Fieldwork & Dialogue

WHY ECHIZEN?

ウェルビーイング（幸せ実感）を総合計画の理念に掲げる越前市。
長い歴史と伝統文化が連綿と引き継がれ、先人の努力によって日本の中でも住みよい都市の上位
にランキングされています。また、歴史的遺産を継承した古い町並や、建物を活かしたまちづくり
が進められています。
歴史を大切にしながら常に新しい事例に取り組み、幸せを実感できるウェルビーイングな市を実体
験していきましょう。

現地での体験を振り返り、プレゼン作りへ。

自社と仲間（GSP参画者）と新たなプロジェクトに向けた大きな一歩を踏み出す。
学びから行動へ

伝統工芸を守った10名の職人
「エンゲージメント」を学ぶ

高度経済成長により、700年の歴史がある越前打刃物を扱

う鎌鍛冶屋60社のうちほとんどが廃業に追い込まれた。

タケフナイフビレッジ創立の立役者である10名の職人の苦

境打開手法と後継育成術を学ぶ。

「田んぼのど真ん中」にできる新幹線駅
を活用した人流を考える

県外客を迎える新たな玄関口と、中心市街地にある従来

の交通結節点。越前市は二つの拠点を抱えることになる。

“未開の地”からの人流と街づくりをほぼゼロの状態から

どう構築していくか。

サステナブルな交流の創造
「UIJターン」の先進的な取り組み

街の魅力発信と合わせ、「メタバース移住定住・交流会」

を開催するなど、デジタルとリアルを融合させて新たな

視点から移住促進にむけたアプローチに注力している

先進的な事例を体感する。

PRESENTATION 

セルフプレゼンテーション
現地視察を通じて感じて学んだ内容をアウトプットし、

サステナブルな事業開発構想の実現につなげていきます。

 ジェンダー平等  働きがい  インフラ まちづくり パートナーシップ

I can feel Hometown Happiness 
`δΥםḇπΦϥώϥήρρχνσΥϤϬᶘϐ

越前市における「ヒト」「モノ」「歴史・文化」を見て体験し、
まちづくりに関係人口として取り組みます。

地域課題
（サステナブル要素）

「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、

地域と多様に関わる人々を指す言葉です。

様々な地域にて、人口減少・高齢化・人財不足という共通な課題に直面しています。

地域によっては若者を中心に、変化を生み出すヒトが入りはじめており、

「関係人口」と呼ばれる地域外人財が地域づくりの担い手となることが期待されています。

環境に配慮した取り組みで
コウノトリと住む街を知る

2030年のあるべき姿として、

「生き物と共生し、多様性を認める共生のまち越前市」と

定めSDGs推進を行っている街。

生物との交流からサステナブルな取り組みを学ぶ。

定住人口

「パートナー」

「仕事・学校」

「シンパシー」

地域との関わり合い

関係人口交流人口







体験型ワーケーション
～Work×Related Population～

2024年6月6日 copyright © JTB Corp. all rights reserved. 21



Related Population
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地域コーディネーター
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復興ワーケーション
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復興ワーケーション体験会
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